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－２０１０年度冬季展示室だより－ 

平成２３年１月５日発行(通巻第 1４号) 

当館では「霞ヶ浦に育まれた人々のくらし」を総合テーマに、春(５～６月)・夏(７～９月)・秋(10～12 月)・冬(１～３月)
と季節ごとに展示替えを行っております。本誌「霞（かすみ）」は、折々の資料の見どころをご紹介するものです。展覧会や
講座のお知らせ、市史編さん事業や博物館内で活動をしている研究会・同好会などの情報もお伝えします。 

土浦市立博物館 
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古写真古写真古写真古写真・・・・絵葉書絵葉書絵葉書絵葉書にみるにみるにみるにみる土浦土浦土浦土浦（（（（14141414））））        絵 葉 書絵 葉 書絵 葉 書絵 葉 書     

    「（「（「（「（土 浦 名 勝土 浦 名 勝土 浦 名 勝土 浦 名 勝 ））））名 勝 川 口名 勝 川 口名 勝 川 口名 勝 川 口 のののの閘 門閘 門閘 門閘 門
こ う も ん

」」」」    

博物館からのお知らせ 

★★館長講座館長講座館長講座館長講座（（（（茂木雅博館長茂木雅博館長茂木雅博館長茂木雅博館長））））★★★★★★★★  「飛鳥の遺跡を語る」と題し、古代大和の遺跡をご紹介します。    

１１１１月月月月 16161616 日日日日（（（（日日日日））））・・・・３３３３月月月月 20202020 日日日日（（（（日日日日））））午後２時～ 会場：視聴覚ホール ※２月はお休みです 

★★★★第第第第３３３３回関東地区博物館協会共同企画展回関東地区博物館協会共同企画展回関東地区博物館協会共同企画展回関東地区博物館協会共同企画展「「「「水郷水郷水郷水郷めぐりとめぐりとめぐりとめぐりと筑波山筑波山筑波山筑波山――――遊覧都市土浦遊覧都市土浦遊覧都市土浦遊覧都市土浦とそのとそのとそのとその時代時代時代時代」」」」★★★★

12121212 月月月月 18181818 日日日日（（（（土土土土）～）～）～）～２２２２月月月月 16161616 日日日日（（（（水水水水）））） 昭和初期の絵葉書や観光パンフレットなどを通して土浦周辺の観光地をご紹介します。

 展示案内会 １１１１月月月月９９９９日日日日（（（（日日日日））））・・・・２２２２月月月月６６６６日日日日（（（（日日日日）））） 午後２時～（30 分程度） 

★★★★「「「「むかしのむかしのむかしのむかしの暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの道具道具道具道具」（」（」（」（小学校校外学習参考展示小学校校外学習参考展示小学校校外学習参考展示小学校校外学習参考展示））））★★★★ 

1111 月月月月 12121212 日日日日（（（（水水水水）～）～）～）～２２２２月月月月 16161616 日日日日（（（（水水水水）））） すこし昔の暮らしに使われた道具をご紹介します。 

★★★★「「「「わたわたわたわた    からからからから    もめんもめんもめんもめん    へへへへ」」」」はたおりはたおりはたおりはたおり教室手織教室手織教室手織教室手織りりりり展展展展★★★★ 

２２２２月月月月 19191919 日日日日（（（（土土土土）～）～）～）～２２２２月月月月 27272727 日日日日（（（（日日日日）））） はたおり教室受講生による作品展示と活動紹介です。 

はたおり（裂き織り）・糸紡ぎ・綿の種とり体験コーナーもあります。    

★★★★第第第第 3333２２２２回特別展回特別展回特別展回特別展「「「「戦国武将小田氏戦国武将小田氏戦国武将小田氏戦国武将小田氏とととと法雲寺法雲寺法雲寺法雲寺」」」」★★★★ 
３３３３月月月月 19191919 日日日日（（（（土土土土）～）～）～）～５５５５月月月月８８８８日日日日（（（（日日日日））））中世の戦国武将小田氏とその菩提寺である法雲寺の寺宝を紹介。    

●●●●特別展展示作業特別展展示作業特別展展示作業特別展展示作業のためののためののためののための臨時休館日臨時休館日臨時休館日臨時休館日がありますがありますがありますがあります●●●●    ３３３３/15/15/15/15（（（（火火火火）～）～）～）～18181818（（（（金金金金）、）、）、）、５５５５/10/10/10/10（（（（火火火火）～）～）～）～13(13(13(13(金金金金))))    

またまたまたまた、、、、３３３３/13/13/13/13（（（（日日日日））））はははは展示作業展示作業展示作業展示作業のためのためのためのため、、、、展示室展示室展示室展示室３３３３をををを臨時閉室臨時閉室臨時閉室臨時閉室いたしますいたしますいたしますいたします（（（（展示室展示室展示室展示室１１１１・・・・２２２２とととと土浦城東櫓土浦城東櫓土浦城東櫓土浦城東櫓はははは無料開放無料開放無料開放無料開放））））    

★★展示室３で特別展「戦国武将小田氏と法雲寺」を開催するため、2011 年度春季展示は５月 14 日～６月中旬

までです。「霞」第 15 号は５月 14 日（土）発行予定です。★★ 

手前が霞ヶ浦、中央の開口部が明治 39（1906）年に完成した土浦（川口川）閘
こう

門
もん

で、右手に閘門の扉（開いた状

態）が見られます。奥が鉄道線路です。土浦の町におこる洪水の大きな原因のひとつが霞ヶ浦からの 逆
ぎゃく

水
すい

でした。

土盛りした鉄道線路の堤を防水堤とするとともに、閘門を新設し、扉を締め切ることで洪水の被害は大幅に軽減

されるようになりました。【情報ライブラリー検索キーワード「川口川閘門」「洪水」】 

 

※お知らせ欄の行事・日程は一部変更となる場合がございます。

博物館博物館博物館博物館マスコットマスコットマスコットマスコット    

亀城亀城亀城亀城かめくんかめくんかめくんかめくん    
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２２２２／／／／26262626（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時から
このページでご紹介した
資料の展示解説会を開催
いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。 

●長峰遺跡出土「国厨」墨書土器（古代コーナーに展示） 

●根鹿北遺跡出土「瓦塔・瓦堂」（古代コーナーに展示） 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度    冬季冬季冬季冬季のののの展示資料解説展示資料解説展示資料解説展示資料解説①①①①    古代古代古代古代    

        

灰灰灰灰灰灰灰灰
か い

釉釉釉釉釉釉釉釉
ゆ う

短短短短短短短短
た ん

頸頸頸頸頸頸頸頸
け い

壷壷壷壷壷壷壷壷
こ

－－－－－－－－平平平平平平平平安安安安安安安安時時時時時時時時代代代代代代代代のののののののの骨骨骨骨骨骨骨骨
こ つ

蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
ぞ う

器器器器器器器器
き

－－－－－－－－        

        
2008 年度の『展示室だより 霞』第４号で、古代のやきもの「灰釉陶器」について解説しています。その際、

市内田
た

村
むら

・沖
おき

宿
じゅく

遺跡群（現・土浦市おおつ野）の八
はち

幡
まん

脇
わき

遺跡の火葬墓から見つかった骨蔵器の中に、灰釉陶

器の短頸壷があることに触れています。今回は、この平安時代の骨蔵器に使われた灰釉短頸壷をご紹介しまし

ょう。 

 骨蔵器は、火葬骨を納めた灰釉陶器の短頸壷（口の部分が極端に短い壷）を本体とし、土師器
は じ き

の杯
つき

で二重に

蓋
ふた

をし、さらにその上に大型の鉢をかぶせ、炭化材を敷き詰めた穴に丁重に埋納されていました。白色の素地

に淡い緑色の美しい 釉
うわぐすり

をかけた灰釉陶器は、愛知県にある猿
さ

投
なげ

窯
よう

で焼かれたもので、奈良時代から平安時

代にかけての高級陶器のひとつです。この短頸壷の製作年代は９世紀前半頃ですが、火葬墓の年代は蓋に使わ

れた杯や鉢の年代から９世紀終わり頃から 10 世紀初め頃と考えられ、この灰釉陶器が 100 年近くものあいだ

大切に伝
でん

世
せい

されたことをうかがわせています。壷の肩部にある大きな孔
あな

も、割れ口が全く摩耗していないこと

や鋭利な器物による殴
おう

打
だ

痕
こん

が見られることから伝世時の破損ではなく、火葬墓に埋納する直前の何らかの儀礼

に伴うものかと考えられます。また、猿
さ

投
なげ

窯
よう

産の灰釉短頸壷が、東京湾岸や千葉県北部から茨城県南部の霞ヶ

浦・利根川水系など、古代の内
うち

海
うみ

沿岸に面する遺跡に多く出土す

ることから、太平洋上を東西に行き来する活発な海運の存在も想

像されます。 

当時としては最高級の骨蔵器に埋葬された人物は、成人の女性

と鑑定されています。当遺跡の調査に関わった奈良国立博物館の

吉澤
よしざわ

悟
さとる

氏は、丁重かつ格式高く埋葬された人物はとかく男性首
しゅ

長
ちょう

的なイメージが強い中では意外であるとしつつ、被葬者として

母系集団の指導的立場にある女性、あるいは男性首長の妻や母、

娘など特別な感情を持って葬られた人物、また隣接するこの火葬

墓と同時期の遺跡から「国
くにの

厨
くりや

」の墨書土器が出土していること

と関連付けて、国
こく

司
し

やその周辺官
かん

人
じん

と姻
いん

戚
せき

関係をもつ女性、ある

いは采
うね

女
め

として中央に出
しゅっ

仕
し

した女性が帰葬されたものなどなど、

多様な可能性を想定されています（上高津貝塚ふるさと歴史の広

場第 11 回特別展図録『火葬と古代社会－死をめぐる文化の受容』

をご参照ください）。（塩谷 修） 

 

※右の図と写真は、関口満他『八幡脇遺跡』発掘調査報告書（2009

年）より転載いたしました。あわせてご参照ください。 

 

灰釉短頸壷灰釉短頸壷灰釉短頸壷灰釉短頸壷    

骨蔵器骨蔵器骨蔵器骨蔵器のののの蓋蓋蓋蓋（（（（杯杯杯杯とととと鉢鉢鉢鉢））））    
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１１１１／／／／29292929（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時から
このページでご紹介した
資料の展示解説会を開催
いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。 

●法雲寺の瓦（中世コーナーに展示） 

●小田氏治肖像（中世コーナーに展示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棕毛棕毛棕毛棕毛払子払子払子払子（（（（法雲寺所蔵法雲寺所蔵法雲寺所蔵法雲寺所蔵））））                                                    黄黄黄黄毛払子毛払子毛払子毛払子（（（（法雲寺所蔵法雲寺所蔵法雲寺所蔵法雲寺所蔵））））    

 

 

２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度    冬季冬季冬季冬季のののの展示資料解説展示資料解説展示資料解説展示資料解説②②②②    中世中世中世中世    

棕棕棕棕棕棕棕棕
し ゅ

毛毛毛毛毛毛毛毛
も う

払払払払払払払払
ほ っ

子子子子子子子子
す

・・・・・・・・ 黄黄黄黄黄黄黄黄
こ う

毛毛毛毛毛毛毛毛
も う

払払払払払払払払
ほ っ

子子子子子子子子
す

        

－－－－－－－－中中中中中中中中国国国国国国国国元元元元元元元元時時時時時時時時代代代代代代代代唯唯唯唯唯唯唯唯一一一一一一一一のののののののの遺遺遺遺遺遺遺遺品品品品品品品品かかかかかかかか？？？？？？？？―         

 

市内高岡にある大
だい

雄
ゆう

山
ざん

法
ほう

雲
うん

寺
じ

には、中国元時代の作品とされる棕毛払子と黄毛払子の２つの払子が伝来し

ています。払子は、仏教の法要の際に僧が威儀を正すために用いる法具とされ、麈
しゅ

尾
び

、白
びゃく

払
ほつ

ともいいます。

もとはインドで蚊やハエなどの虫を払うために使われていた道具でしたが、後に中国に伝わり仏教僧侶、特

に禅僧の間で流行しました。禅宗で用いられる払子は、煩
ぼん

悩
のう

を払う法具として鎌倉時代に日本に伝えられ、

後に払子自体が仏法の働きを意味するようにもなったようです。 

 払子の柄先には、獣毛などが束ねてつけてありますが、麈尾とも称されるように 麈
おおじか

（大鹿）の毛が用い

られるものがあります。これは、リーダーとなる大鹿の尾の動きに群れの鹿が従うことから、信者が教主に

従う意を表して大鹿の尾の毛で作るとされています。一方、ヤクの尾の毛を使ったものもあります。ヤクの

尾の毛が白いのを白
は

熊
ぐま

、黒いのを黒
こ

熊
ぐま

、赤く染めたものを赤
しゃ

熊
ぐま

といいます。これは、ヤクの毛を払う所作に

よって「厄
やく

を払う」という語呂合わせにもなっているようです。 

法雲寺伝来の棕毛払子は、柄が竹製で波
は

紋
もん

・竜・草花紋等が浮
うき

彫
ぼり

されています。また、毛束は棕
しゅ

櫚
ろ

の皮を

一本一本割
さ

いたものを用いており、柄部分を連環状に編み込んでいます。この棕毛払子は、開
かい

山
ざん

国
こく

師
し

（注）

所用の払子として伝わっています。現在のところ、他に元時代に作られた払子が見つかっていないことから、

この払子は元時代唯一の遺品ではないかとの説があります。 

黄毛払子は、柄心を朱の絹地で覆い、植物繊維を巻き込んでいます。柄元は棕櫚の皮の繊維を撚
よ

って遊
ゆう

環
かん

を作り、柄の中程に２本の細長い紐を結びつけています。縁は棕櫚の皮の繊維紐で軍
ぐん

配
ばい

状の形に作り、内側

を植物繊維であわじ結びに編
あ

んでいます。毛束は黄色で、獣毛と思われるものを 12 条に分けて軍配状の縁

に取り付けています。この払子は、元代末期ないし明時代のものと思われ、箱書には水戸市の信者から寄進

されたものであることが記されています。                      （中澤達也） 

（注）中国元時代の禅僧中
ちゅう

峰
ほう

明
みょう

本
ほん

のこと。法雲寺を開いた復庵が、師の中峰を開山第１の祖としています。
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２２２２／／／／５５５５（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時から
このページでご紹介した
資料の展示解説会を開催
いたします。    

下記の資料もあわせてご覧ください。 

●三
さん

冊
さつ

物
もの

名
めい

物
ぶつ

記
き

（大名土屋家の文化コーナーに展示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度    冬季冬季冬季冬季のののの展示資料解説展示資料解説展示資料解説展示資料解説③③③③    近世近世近世近世    

土
つ ち

屋
や

蔵
く ら

帳
ちょう

        

－－－－－－－－土土土土土土土土浦浦浦浦浦浦浦浦藩藩藩藩藩藩藩藩主主主主主主主主土土土土土土土土屋屋屋屋屋屋屋屋家家家家家家家家のののののののの茶茶茶茶茶茶茶茶道道道道道道道道具具具具具具具具目目目目目目目目録録録録録録録録－－－－－－－－        

古文書「土屋蔵帳」は大名土屋家の茶道具目録です。土屋家が所蔵していた 350 点余りの茶道具について、

名前、付属品、極
きわめ

書
がき

（鑑定書）の有無が書き上げられています。江戸時代には茶の湯をたしなむ多くの大

名がいましたが、「土屋蔵帳」には名物と呼ばれる有名な茶道具が含まれているため、古美術や骨董に関わ

る人たちのあいだではよく知られており、昭和 11（1936）年刊行の『茶道全集』にも収録されています。

平成 17 年、当館では土屋家旧蔵の茶道具のひとつ「瀬
せ

戸
と

茶
ちゃ

入
いれ

 銘
めい

 塩
しお

屋
や

」を購入することができ、大勢の

方に喜んでいただきました。この茶入も「土屋蔵帳」にちゃんと記載されています。 

当館で購入した「土
つち

屋
や

相
そう

州
しゅう

公
こう

御
ご

所
しょ

持
じ

名
めい

器
き

録
ろく

（土屋蔵帳）」をじっくり見てみましょう。一字ずつ読んでい

くと、くずし字に重々しさがないことに気づきます。写真ではわかりにくいのですが用紙も薄いようです。

「蔵帳」は家宝とも呼ぶべき道具が書かれている台帳ですから流麗な書体で書き留められ、藩役人が管理し

ていたはずです。また、道具の管理には「長
なが

持
もち

に入っている」とか「箪
たん

笥
す

の何段に納められている」とか収

納場所の情報が必要なはずですが書かれていません。これらのことから考えると当館の「土屋蔵帳」は写本

のようです。本物はどこにあるのでしょうか。 

探してみたところ、全国の博物館や文書館などで 18 冊も「土屋蔵帳」と呼ばれている古文書が見つかり

ましたが、いずれも写本のようでした。これらを比較検討していく中で重要なことがわかってきました。「土

屋蔵帳」記載の茶道具は江戸時代後期から幕末にかけて売りに出され、茶の湯好きな松
まつ

江
え

藩主松
まつ

平
だいら

不
ふ

昧
まい

（1751～1818）などが高額で購入していたのです。また、二代藩主土屋政
まさ

直
なお

（1641～1724）が五代将軍徳川

綱
つな

吉
よし

（1646～1709）から直々に拝領した「唐
から

物
もの

茶入 宗
そう

悟
ご

茄
な

子
す

」が、どの「土屋蔵帳」にも記載されていな

いことがわかりました。徳川家とのきずなとして土屋家が一番大切にしていた茶入が、なぜ蔵の台帳にない

のでしょうか。 

土屋相州公御所持名器録（当館所蔵） 

どうも流布している「土屋蔵帳」は土屋家の「蔵帳」その

ものの写本なのではなく、財政状況が悪化した土屋家が道具

を売りに出した際の目録のようです。売りたいものをカタロ

グにして知らせることは現代でも行っていますね。 

「土屋蔵帳」は土屋家が所蔵していた茶道具の目録である

ことは間違いありません。しかし、これらは土屋家が江戸時

代後期に手放した道具であって、収蔵品のすべてではなかっ

たのです。豊かだった土屋家の文化の全貌を明らかにしてい

くには、まだまだ時間がかかりそうです。  （木塚久仁子）
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３３３３／／／／５５５５（（（（土土土土））））午午午午後後後後２２２２時時時時から
このページでご紹介した
資料の展示解説会を開催
いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。 

● 「図書器械名簿」（明治時代） 

● 「幼稚園動物掛図」（明治時代） 

 

 
２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度    冬季冬季冬季冬季のののの展示資料解説展示資料解説展示資料解説展示資料解説④④④④    近代近代近代近代    

幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園のののののののの掛掛掛掛掛掛掛掛
かけ

図図図図図図図図
ず

        

－－－－土浦幼稚園土浦幼稚園土浦幼稚園土浦幼稚園のののの視覚教材視覚教材視覚教材視覚教材－－－－    

学校の教室で黒板や壁面に掲げて授業に使用した絵図や表などを「掛図」といいます。日本では欧米の近代的な

学校教育にならった教授方法の導入にともない、一斉授業にふさわしい教材の代表としてつくられ、初期の小学校に

おいて教科書と同じ役割を果たしていました。明治 18（1885）年９月に土浦西小学校（現土浦小学校）附属幼稚園とし

て設立された土浦幼稚園には、初期の掛図が数種類残されていますが、今回は赤い木綿布で表装された、掛軸仕立

ての掛図についてご紹介します。 

赤い木綿布で表装されたこの掛図には、和紙に木版印刷された「五十音図」と「伊呂波
い ろ は

図」のほかに、さらしのよう

な布に絵具で手書きされたものがあります。写真の「幼
よ う

児
じ

親
し ん

睦
ぼ く

遊
あそび

ノ
の

図
ず

」はそのひとつで、和服姿の保
ほ

姆
ぼ

と幼稚園児が

屋外で輪になっている様子の一部が描かれています。同様の構図が「幼稚園鳩巣
はと（の）す

戯
ぎ

劇
げき

之
の

図
ず

」（原資料：大阪市立愛
あい

珠
し ゅ

幼稚園所蔵）にみられますが、これは日本で最初の幼稚園である東京女子師範学校（現お茶の水女子大学）附属

幼稚園の明治 10 年頃の保育の実写図として伝わるものです。洋装・和装姿の保姆と園児が唱歌「家
いえ

鳩
ば と

」に合わせ輪

になる様子が描かれています。土浦西小学校校長坂本祐一郎は明治 18 年１月に東京女子師範学校附属幼稚園を

視察しています。実際の保育の見聞が、土浦幼稚園の掛図の内容にも反映されたのかもしれません。 

 
「「「「幼児親睦遊幼児親睦遊幼児親睦遊幼児親睦遊ノノノノ図図図図」」」」    

（（（（土浦市立土浦幼稚園所蔵土浦市立土浦幼稚園所蔵土浦市立土浦幼稚園所蔵土浦市立土浦幼稚園所蔵））））    

 

他にも魚の頭をくわえた犬が水面に映った自分の姿をのぞきこむ様

子や、父母や祖父の話を聞く子供の姿などを描いたものがあり、古事や

イソップ物話などを題材に、修身を意識して製作したものと思われます。 

幼稚園の備品台帳「図書器械名簿」（明治 23 年他）には「修身話用

八幅」「作法掛図 八幅」などと記されていることから、これらの記事に相

当する掛図であると推測されます。また、土浦幼稚園設立前後を記した

「土浦小学校附属幼稚園事項調査」（土浦小学校所蔵「土浦尋常小学校

沿革誌備考」より）の明治 19 年６月１日の項には「校長幼稚園保育用修

身ノ話掛図十枚ヲ案シ、中村邦敬ニ嘱ス」と、同年７月９日には「幼児修

身掛図ノ要旨ヲ伝フ」（下線は筆者）という記事があり、校長自らが修身

の掛図の内容を検討したことや、学務委員（学校の事務を管理する人）

の一人である中村邦敬に手配（あるいは製作）を依頼したことがわかり

ます。中村邦敬の人物像については不明ですが、中村自身が描いた可

能性もあり、これらの掛図は土浦幼稚園オリジナルの掛図といえそうで

す。 

掛図は使用するたびに損傷が進むため、使用されなくなると処分され

やすいものでした。そのような中、補強を繰り返して使用され遺された掛

図は、幼児教育への熱心さを象徴する教材のひとつといえるでしょう。 

                                    （野田礼子） 
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１１１１／／／／８８８８（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時から
このページでご紹介した
資料の展示解説会を開催
いたします。 

下記の資料もあわせてご覧ください。 
● 種紙〔蚕卵紙：さんらんし〕 
● 蚕籠〔かいこかご〕 
● 藁蔟〔わらまぶし〕  （いずれも近代のコーナーに展示） 

 

当館では、受講期間 2 年間で綿の栽培から収穫綿を用いた作品制作まで行う「はたおり教室」、春と秋の土曜

日に実施する「はたおり体験」、夏休みの「親子はたおり教室」等を実施しています。教室や体験の実施には、

「はたおり教室」卒業生からなる同好会（むいむい糸
いと

紡
つむ

ぎの会・綿の実）会員のご協力をいただいています。今

回は、これらの教室や講座で実際に使用している当館所蔵の道具の一部を紹介したいと思います。 

① 糸車（わく・むいむい） 

綿から糸をつくる道具です。土浦地方では糸をつむぐことを「わくひき」・「むいむい」と呼んでいました。

「むいむい」とは糸を紡ぎ出すときに道具が発する音のことで、私の耳にも「ムイムイ」「ブイブイ」と言っ

ているように聞こえました。糸車の先端には太い針状のツムがあります。綿の 塊
かたまり

を左手で持って先端をツム

に巻き付け、左の親指と人差し指を滑らせながら右手で車をまわすと、ツムの部分で縒
よ

りがかかり、綿が糸に

なって巻き取られます。ある程度縒りがかかると、糸を手元に戻してツムに巻きつけます。これを交互に行っ

て糸を紡ぎます。 

② 綿切りロクロ 

収穫した綿から、種と繊維を分ける道具です。右手で取っ手をまわしてロクロを回転させ、左手で実綿をロ

クロに挟み込むと、はさまれた繊維の部分だけが奥に送られ、種は手前へと落ちる仕組みになっています。 

③ はたおり機（はだし） 

昭和 30 年代まで土浦地方の農家で使用されていたはたおり機で「はだし」とも呼ばれていました（「はだ

し」は機
はた

足
あし

が転
てん

訛
か

した可能性がある）。はたおり機は本来、低い位置に腰を下ろして足を前に伸ばして使う地
じ

機
ばた

と、いす程度の高さに腰をかけて踏み木を踏んで使う高
たか

機
ばた

の 2 種類があります。土浦地方に現存するのは後

者のみですが、本来高機は錦
にしき

や綾
あや

などの高級絹織物制作に用いられ、土浦のはだしより奥行きの長い構造が

普通です。土浦のはだしは、綿糸で縞
しま

や絣
かすり

を織る際に糸合わせをしやすくするために奥行きを短く改良した

ものと考えられています。                              （比毛君男） 

２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度    冬季冬季冬季冬季のののの展示資料解説展示資料解説展示資料解説展示資料解説⑤⑤⑤⑤    近代近代近代近代    

布布布布布布布布
ぬの

作作作作作作作作
づ く

りりりりりりりりのののののののの道道道道道道道道
ど う

具具具具具具具具
ぐ

        

－－－－博物館収蔵博物館収蔵博物館収蔵博物館収蔵のはたおりのはたおりのはたおりのはたおり関係資料関係資料関係資料関係資料    －－－－    

 

写真は左から 

①糸車 

②綿きりロクロ 

③はたおり機 

（はだし） 
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市市市市市市市市史史史史史史史史編編編編編編編編ささささささささんんんんんんんんだだだだだだだだよよよよよよよよりりりりりりりり        

    ～～～～～～～～～～～～    『『『『長島尉信著作集長島尉信著作集長島尉信著作集長島尉信著作集』』』』についてについてについてについて    土浦土浦土浦土浦をををを中心中心中心中心にににに    ～～～～～～～～～～～～    

長島尉
やす

信
のぶ

については２年程前のこの欄でもご紹介しましたが、今回著作集を発刊するにあたって、尉信の著

作について少し述べてみたいと思います。 

土浦藩領小田村の名主であった尉信は、45 歳の時に職を辞して江戸へ登り、芝
しば

増
ぞう

上
じょう

寺
じ

の普
ふ

門
もん

律
りつ

師
し

のもとで

算法・暦法・度量衡などを学びました。名主として農民と領主の間に立って、検地や年貢についての紛争など

で苦労したと思われる尉信は、常に農民の立場を尊重し、農民のためになる学問を志したように思われます。

そしてそれまでの体験と知識を生かして農政の問題に取り組みました。 

58 歳の時に著した「田芹」を水戸藩主に献上したことがきっかけで水戸藩に招かれ、さらにその５年後に土

浦藩に迎えられて、検地や土地の紛争の解決に当たりました。その間に多くの古文書を探し求めて、それに対

する自分の見解や提言なども含め多くの著書を残しました。膨大な資料の中から、土浦に関するものを中心に

翻刻し、多くの方々にお読み頂きたいとの願いから、今回の刊行となりました。 

隠居した尉信は、家の庭にあった祖父の隠居所のまわりに郁
む

子
べ

を植えて郁
む

子
べ

園
ぞの

と名付け、自身も郁子園と号

しました。「郁子園雑
ざっ

集
しゅう

」とか「郁子園雑
ざっ

記
き

」と題したエッセイ風のものも数多くあります。その中には土

浦の町の様子や、土浦藩士と町の人達のエピソードなども書き込まれていて、興味をそそられます。例えば、

霞ヶ浦で真珠がたくさん採れて、それを江戸へ出荷して儲けた人の話や、「はや道」と呼ばれた非常に足の速

い人がいて、江戸に急用がある時などその人に頼むと、朝出かけて夜の８時頃には用を足して帰ってくる話な

ども書かれています。 

尉信は又ウィットに富んだ人だったようです。「不容圧輪」みなさんこれを何と読むかお解りでしょうか？

これは「いらぬおせわ」と読むのです。いったい何が要らぬお世話なのでしょう。実はこれは痛烈な農政批判

の文章なのです。農村の現状と農政の問題点を「薦
こも

かぶり」つまり物乞いと言われた人の口を借りて、「要ら

ぬお世話だよ」と言いながら紹介し、自説を展開しているのです。今の日本の農業問題を考える上でも、示唆

に富む文章だと言えるように思います。 

「浮
うき

嶋
しま

紀
き

行
こう

」は土浦藩領ではない村々を廻っていますが、「常陸国風土記」などを引用したり、その土地の

伝説を引いたりしながら自分の興味を満足させる、いわばリフレッシュの旅行記です。尉信の知識の広さ・深

さが読みとれる文章として取り上げてみました。 

又住民の戸籍調査とでもいうべき「宗門改」の記録もあります。これは土浦藩領である小田村を始めとする

７ケ村を調査するために、土浦藩の役人が出向いた時のものです。尉信の家は名主を勤めていたので、尉信も

この文書を手に入れることが出来たのでしょう。これを読むと、当時の人達がどのように藩の役人を接待し、

費用をどのように負担したか、又藩の役人が村人達にどのような態度で接したかが手に取るように分かると思

います。 

そのほかに尉信が力を入れて書いているのが、小田氏・菅谷氏・信太氏などの事蹟、土浦の土地の変遷の様

子や洪水の記録、税金である年貢の不公正さ、土浦城が城としての形を整えていく過程などです。自分が目に

することの出来たさまざまの史料を駆使しながら、それに自分の見解も加えて、縦横に筆を揮
ふる

っています。口

絵に載せている尉信の肖像からは、せっせとちびた筆を走らせて、一度書いた文章の上下左右の余白に、又思

いついたことをどんどん書き加えていく姿が思い浮かびます。10年かかって、読みにくい尉信の字を読み解い

てこの本が出来上がりました。是非多くの方々に手に取って頂き、150 年も前に農政に取り組んだ尉信のこと

を知って頂けたら、と願っております。             菅井和子（市史編さん係 非常勤職員） 
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情報情報情報情報ライブラリーライブラリーライブラリーライブラリー更新状況更新状況更新状況更新状況    

【2010・１・５現在の登録数】 

古写真  462 点（＋５） 

絵葉書  369 点（＋５） 

※（ ）内は 2010 年 10 月 1 日時点との比較で

す。展示ホールの情報ライブラリーコーナーで

は画像資料・歴史情報を順次追加・更新してお

ります。１ページでご紹介した絵葉書もご覧い

ただけます。 

短信 
Kasumi-tansin 

霞霞霞霞 （（（（ か す みか す みか す みか す み ））））     2 0 1 02 0 1 02 0 1 02 0 1 0 年 度年 度年 度年 度

秋 季 展 示 室秋 季 展 示 室秋 季 展 示 室秋 季 展 示 室 だ よ りだ よ りだ よ りだ よ り （（（（ 通 巻 第通 巻 第通 巻 第通 巻 第 １ ４１ ４１ ４１ ４ 号号号号 ））））

編 集 ・ 発 行  土 浦 市 立 博 物 館
茨 城 県 土 浦 市 中 央 １ - 1 5 - 1 8

T E L  0 2 9 － 8 2 4 － 2 9 2 8

F A X  0 2 9 － 8 2 4 － 9 4 2 3

http://www.city.tsuchiura.lg.

jp/section.php？code=43  

１～６ページのタイトルバック（背景）は、

博物館２階庭園展示です。 

「霞短信」コーナーでは、博物館活動に関わる方々の声やサークル活動記

録などをお伝えしております。 

今号は、博物館に貴重な資料をご寄託いただいている法雲寺の渡辺正俊

ご住職にご寄稿いただきました。 

2010 年度冬季展示は、2011201120112011 年年年年 1111 月月月月 5555 日日日日    ～～～～3333 月月月月 13131313 日日日日となります。「霞」2011 年度春季展示室だより（通巻第

15号）は 5555 月月月月 14141414 日日日日（（（（土土土土））））発行予定発行予定発行予定発行予定です。次回のご来館もお待ちいたしております。 

「「「「法雲寺法雲寺法雲寺法雲寺とととと文化財文化財文化財文化財」」」」    

法雲寺には国・県・市合わせて 35 点の文化財を所有しております。かねてより国指定文化財５点は、東京

国立博物館に寄託しており保管に関しては安心しておりました。他の文化財に関しましては法雲寺にて保管

しておりましたが、保存状態を考え平成 18年、先代住職の意向もあり、土浦市立博物館に寄託させて頂くこ

とになりました。現在では、文化財を含め 239 点の什
じゅう

物
もつ

を保管して頂いております。その後、博物館の方々

には文化財維持・修復など熱心に取り組んで頂き、修復も計画的に進んでおり感謝申し上げる次第です。ま

た、この度「戦国武将小田氏と法雲寺」と題し、現在特別展を企画して頂いております。八
はっ

田
た

知
とも

家
いえ

を祖とし

て 15代にわたり約 400 年もの間、小田城を拠点として常陸国南部を支配したのが小田氏であり、法雲寺は小

田氏の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

でもあります。法雲寺は、延
えん

慶
きょう

３（1310）年に中国（元）に渡って修行をされた復
ふく

庵
あん

宗
そう

己
き

和
お

尚
しょう

が、小田治
はる

久
ひさ

の招きにより開山しました。その後、天
てん

正
しょう

年間佐竹氏による小田城（小田氏治）攻略の際に、

七
しち

堂
どう

伽
が

藍
らん

は焦
しょう

土
ど

と化し、十に九の霊
れい

宝
ほう

奇
き

物
ぶつ

が散在してしまいましたが、その後再建され、江戸時代において

も歴代の土浦城主から庇
ひ

護
ご

を受けて存続してきました。この度の特別展では南北朝時代から室町時代末期に

かけての常陸国南部の時勢の紹介及び法雲寺の起こりと歴史について現存する寺宝から紹介させて頂く予定

とのことであります。また、現在法雲寺の本山でもあります鎌倉の大
だい

本
ほん

山
ざん

建
けん

長
ちょう

寺
じ

の後援も頂き、建長寺の国

宝と重要文化財も展示させて頂くことになりました。記念講演会にも、建長寺宗
しゅう

務
む

総
そう

長
ちょう

猊
げい

下
か

が快く受けて下

さり感謝申し上げる次第です。最後にこの特別展に沢山の方々においで頂き、歴史への関心をもたれ、又は

研究をされていらっしゃる方々のお役に立てれば幸甚に存じます。       （法雲寺住職 渡辺正俊）

コラムコラムコラムコラム（（（（14141414））））    ――――博物館博物館博物館博物館とととと広報広報広報広報――――    

「カレーを召し上がったら、船に乗りませんか？」 

昨年 11 月 20 日（土）川口運動公園で行われたカレーフェスティバル（主催 土

浦市）の会場に来ていらっしゃった方々にこんなふうに声をおかけしました。霞

ヶ浦と水運の関わりを取り上げた企画展「ふたつの霞ヶ浦」では、記念行事とし

て土浦港から出航するホワイトアイリス号に水先案内人として学芸員が乗り込

み、湖の歴史を解説する船上見学会を４回にわたって行いました。ポスターやチ

ラシを配布し、各種メディアにも広報をお願いしました。でも、なかなか人が集

まりません。博物館の広報下手は館内でいつも話題になることで、多くのお客様

からもご指摘をいただきます。というわけでこの日の船上見学会は、カレーフェ

スティバルの会場でビラを配ることにしたのです。30 分で 160 枚ほどのビラを配

り終えました。さて、その効果は…？ 午後１時 30 分の出航時にはビラを見た

方が 13 名も来て下さいました。 

参加者に満足してもらえる企画だけでなく、どうやって参加していただくか、

これからも工夫を続けていきたいと思います。         （木塚久仁子）

 


